
 

 

 

令和 4年度事業報告について 

 

１ 正会員数 

期 首   55 

入 会   0 

退 会   2 

期 末   53 

 

２ 京都産業会館ホール使用状況 

（１）使用件数                           (単位：件) 

年  度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

2019 7 9 16 11 9 16 17 21 14 7 16 4 147 

2020 2 0 5 2 5 6 13 12 9 8 13 17   92 

2021 10 3 11 10 5 8 13 11 11 10 6 15  113 

2022 12 11 12 9 8 13 15 18 12 12 15 16  153 

2021との
比較(%) 

120.0 366.7 109.1 90.0 160.0 162.5 115.4 163.6 109.1 120.0 250.0 106.7 135.4 

2020との
比較(%) 

600.0 - 240.0 450.0 160.0 216.7 115.4 150.0 133.3 150.0 115.4 94.1 166.3 

2019との
比較(%) 

171.4 122.2 75.0 81.8 88.9 81.3 88.2 85.7 85.7 171.4 93.8 400.0 104.1 

    

（２）使用室数                            (単位：室)  

年  度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

2019 53 29 70 65 23 61 69 65 44 15 57 26 577 

2020 22 0 22 14 19 21 62 42 32 9 38 67 348 

2021 39 5 34 50 22 43 52 50 34 30 16 47 422 

2022 58 40 41 33 40 54 72 63 41 30 53 55 580 

2021との
比較(%) 

148.7 800.0 120.6 66.0 181.8 125.6 138.5 126.0 120.6 100.0 331.3 117.0 137.4 

2020との
比較(%) 

263.6 - 186.4 235.7 210.5 257.1 116.1 150.0 128.1 333.3 139.5 82.1 166.7 

2019との
比較(%) 

109.4 137.9 58.6 50.8 173.9 88.5 104.3 96.9 93.2 200.0 93.0 211.5 100.5 

 

注 使用件数とは、ホールを使用された催事の件数で、使用室数はホールを使用された 

延べ室数のことである。たとえば、1件の催事で、北室・中室・南室を 5日間使用さ 

れた場合、使用件数は 1件、使用室数は 15室となる。 

 



 

（３）収入額         （税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）2022 年 4 月～イベント開催制限（京都府）等の発出状況 

緊急事態措置      …  なし 

まん延防止等重点措置  …  なし 

イベント開催制限    …  あり（人数上限、収容率等） 

※3/13～マスク着用の要請等が緩和 

 

３ 「令和 4年度事業計画」の進捗状況 

（１）公益法人としての取組み 

①京都市との連携事業 

・中高生のきもの着付け体験の実施 

京都市内に在住又は通学する中学生・高校生等を対象とした、伝統産業の 

日 2023関連事業「きもの着付け＆トークイベント」（参加費無料）を令和 5 

年 3月 19日(日)に開催した。 

令和 4年度は前年度と同様に、会場として京都産業会館ホールを無償提供 

することや企画運営等で支援を行った。 

     ・申込者数 148名（定員 150名） 

     ・参加者数 125名（男性 7名、女性 118名） 

 

  ②地場産業振興事業 

   ・「京都きものオーディション事業」等への支援 

京都織物卸商業組合等が実施する「京都きものオーディション（京都・ミ

スきもの選考会）事業」及び「和装通過儀礼事業」（十三まいり、七五三詣

り）、「きもの文化検定」に対して、資金助成を行った。 

 

（２）法人運営の安定を図るための取組み 

安全で快適にホールをご利用頂けるよう、前年度に引き続き、催事の主催

者や関連事業者等と連携し、会場内でのソーシャルディスタンスの確保やマ

スク着用の遵守、検温、来場者名簿管理等により新型コロナウイルス感染症

対策に取り組んだ。 

また、営業活動では、ホールを継続的にご利用頂いている企業をはじめ、行

年  度 収 入 額 

2019年度 1億 2,102万円 

2020年度   7,035万円 

2021年度   8,975万円 

2022年度 1億 2,588万円 

2021年度との比較   ＋3,613万円 

2020年度との比較   ＋5,553万円 

2019年度との比較     ＋486万円 



 

政機関や各種団体への働きかけを行ったほか、特に注力すべき分野として、

学術会議・大会等の誘致に務めた。 

（参考） 学術会議・大会等の開催状況 

      2019年度   なし 

      2020年度   なし 

      2021年度   ２件（２１室） 

      2022年度  １２件（５０室） 

 

（３）「京都経済センタービル管理組合」管理者としての取組み 

京都経済センターの入居者及び来館者が安全・安心・快適に過ごせるよう、

京都経済センタービル管理組合の管理者として、建物・設備の維持管理、防

火・防災・防犯対策等に取り組んだ。 

特に、令和 4年度については、1階外部床タイルの滑り止め対策として、タ

イルの貼替等を実施した。 

また、令和 5年 1月 29日の休館日には竣工後 2回目となる全館一斉停電を

行い、受変電設備を含めた総合的な電気設備点検を実施した。 

     新型コロナウイルス感染症対策としては、前年度同様建物の共用部分の消

毒の強化や館内の換気能力の向上、来館者へのマスク着用や手指消毒、検温

の呼びかけなどに努めた。令和 5年 3月 13日以降については、国の方針を踏

まえ、マスク着用を個人の判断に委ねること等の感染防止対策の見直しを行

った。 

     本年度は 3 年ぶりに祇園祭山鉾巡行が通常どおり催行されるとともに、宵

山、宵々山における歩行者天国も実施されたことから、下京警察署と連携し、

1階・地下 1階店舗及び駐車場・駐輪場の営業時間短縮やエレベータ―・エス

カレーターの運転調整等による安全対策に務めた結果、大きな混乱や事故等

もなく終えることができた。また、NHKから祇園祭特別番組の撮影協力依頼が

あり、ホール並びにテラスの貸し出しを行った。 

      

４ 庶務事項 

（１）事務局職員 

    事務局長以下 6名 

 

（２）役員会 

5月 24日 会計監査（令和 3年度決算の監査） 

6月 6 日  第 1回理事会（第 58期通常総会に附議すべき事項について等） 

6月 23日 第 58期通常総会（令和 3年度事業報告及び決算、理事・監事の改 

選（案）、令和 4年度事業計画及び予算） 

6月 23日 第 2回理事会（理事長並びに副理事長、専務理事の選任） 

10月 26日  第 3回理事会（令和 4年度事業報告 4月～9月） 

3月 24日  第 4回理事会（令和 5年度事業計画(案)及び予算(案)、令和 4年 

度事業報告 4月～2月） 


